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会関データによる畠骨髄位の骨盤と

牛乳・乳製品摂取、運動実施の鑓傑

5主立行政法人 溺立健康・合誌を警研究所 総長経理寄進務究部主{来研究員 諮問(石JI/)和子
閣支療養所ゆ綴斉議院主任被害記録太 田 議 城
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著者穀:骨量i主主詩語告のみならず、主主主袋、授乳、言語総などのホルモンの変化により大きく影響を習をける。

一方で\カルシウム摂取緩や運動などのうイフスタイ)~からも影響を告をけるごとが紛られている。 ライ

フスタイルとft援の鑓係に関する研究i立B翼線や大腿脅を対委設に数多くなされているが、講義祭が一致しな

いものもあるe その磁因として嘉手{宅地t異なる対緩や生理の状態の災なる対象が混在していること、芸事録

対象とする骨部位の淡いなどが考えられる。我々は、昨年度の長寿ヲ誌においてライフスタイルの喜多警警が生

懸の状態によって友おされる可能性があることを示唆した。本年度l立、多数のデータをf語いて、年代、

ゑ君主の状態や符(l)li!l位によりや事L.乳製品の採取や逐言語の彩警撃がどのように災なるかをき主義すした。

研究方法:余国11豊富造立総繁48市町村において脅総務総i慾診を受診した者のデータを収集したc それら

の対象のうち、 dualX-ray ab舶 rp話。metry(DXA)ま去による檎骨骨盤，∞mputedX-ray densitometry 

(CXD)法による第二中手管移畿、 qu叩 tita註veul出.sounddensitometrγ(QUS)主去による綴怜骨量のい

ずれかで骨量の測定をき実施し、同時lニライフスタイルのアンケー卜を実施した義童館な者を対象iこ現主主

の牛乳・乳製品の主義詩文建築度、過去の牛乳摂取の有無、宅建tE及び過去!J)'j主翼奇的な運動の突き撃の有無の影

襲撃が年齢やさ主総の状態、特のお告も1，1こよりどのように異なるかを検討した。解析対象者i主主義骨骨量を苦寒

波した者4，603-1;、第二中手l'まf手数を測定した者5，317名、 Z重傍誌を測定した議19，504名で2ちった。

結果:30員長代の骨の各部位、 40主主代言自絞紛の榛骨、第二~"手骨、泌総f'Ç閲毒装前の第二二やそ子骨、 50歳代

詩剣道後以降ーの綴符で、牛乳・撃も製品の摂取義譲渡の高い者でl'ま畿は高かった。今季も・乳製必然取の効果

はき主導遣の状態が比車交的安定している30歳代や関縦断における宅議後、第一Zドモ1'-1号、閉経後で1;1:f党総防転

の迷い華道符<:顕著であるI:: t最測されたが、カルシウム総議まとなる食毒~(l)摂取頻度の緩み会わせや身体

i活動量との緩み合わせにより、さらに検討を鍛える必要警があると考えられた。運動!J)g彰毒事は、 E重f警で

機手守や第二ヰ3そF符lこ比べて霊義務であり、霊童数3結方面おで号室主Z議惑い傾向lニあった。牛乳・乳建議長きの摂取

や主主総の影響は年代やゑ潔の状態、 i翼dl在している予舎により異なると考えられた。

:li-…ワード:後f量、牛乳、筑豊芸品、運動
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緒言

緩やは1994-1996年iこ臼本の11都滋府県4阜市町村において符総量護軍主検診を受診した者のデータを収

集し、縫療な日本人の傍翠の線建主f療について後討した(1)0 dual X-ray a詰sorptiomeむす (DXA)法によ

る主題骨脅気， computed X-ray densitome位y(CXD)法による第二中手骨骨畿、 digiぬ1image processing 

(DIP)主主による第二中':1'.1署管録、 qu加討ta話veultrasound densitometry (QυS)法による磁符符鐙の4

法について告書康な日本人女性の符援を検討すると、 20-お員長iこ比べ、緩脅脅主震は30歳代から、縫骨骨

笈iま40歳代から、第二中そl'-1守f守主査は泌総i-tから減少した。これらの脅笈Jま散米人のデータと比べる

は-5)と、いずれの年代でも低かった。

また、平成12年度の牛乳栄築学術紛安宅においては、高絞さ主、事f年女数、中言語1f-~雪において、建売額約

及び縦断的iニキ事L.乳製品の娯殺と運動の5産主蓄が符援や符議の変化にどのような彩饗を与えるかを検

討した。その総果、選立誌の爽絡や牛乳・乳製品の際縄文は、事を年者においては符援を機加させ、'I'a事俸
においても管鐙の減少告抑制する可能性を添した。とれらのうイフスタイルと脅蚤の関係l立、年童告や

E遅緩の手軍事基などによって奨なる可能性が示唆されたが、昨年療の研究においては綾討した例数が少な

く、ライフスタイルと骨懇の関係が綬緩や閉経の有無lこよヵてどのように異なるかを十分に検討でき

なかった。

そこで、本年E置は先iこ日本人の脅議の事費準伎を検討したデータベースiこf知数を追加し、さらに特選

の測定と会わせで爽書簡されたライブスタイルl二静号するアンケートデータを凝議して、 DXAままによる綴

脅脅畿、 CXD~去による第二中手管特選、 QUSì去による燈骨骨還について合和ライフスタイルのデー

タベースを作成した。とのデータベースをもとに、牛乳・乳製品の主謀者支と逮毅jのさ言泌が特撃にどのよ

うに彩撃事ずるかを年鈴、関緩の有無、妊室長.t受手しの有然¥lIJIこ検討した。

方法

対象

1994-19号7年に全国11書事滋府取締町村においてf李総量議定検診を受診した殺のうち、 DXAi:去による検

特特選、 CXDi去による第二村殺骨盤、 Q閣議による経営1t還のいずれ治め管2豪州出した者について

タベースを作成したQ そのうち、骨盤iこ彩襲警を与える疾怒を有さず、ライブスタイルiこ関するアン

ケートデータのある者を解析対象とした。解析対象殺はひXA~去による総合手号室量をj鮒2さした者4，6偽名、

C却ままによる第二'1'そl'-1署特震を淑Ui'宣した都，317名、 QUSi:まで2時'粗削11定した者19州各であった。

骨議測定

DXA淡による機管符鐙は、A10kaIよ裂のひCS-600、DCS-600口、 DCS-600昭司IのLミずれかにより機管

の迷佼苦手より1/3のき11分を語調2きした管密度援を佼F脅した。

CXDi;去による第二ヰ呼f署管援は併せきそ子第二中子脅のX通産管掌酎塾をアルミニウムステップウエツ
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ジとともに綴修したま盟像から手商IX線路像脅苦言皮測定装皇室 (BONALYZER、殺人、東京}を矧いて、

アルミニウムステッブウエッジの濃度 (20steps，lmm/step)を綴準として求めた鐙を俊F召した (6)。

骨還はアルミニウムステッヅウヱツジi二主要望ましたどーク書道(2: GS/D. mmAI)でmされた。

QUS~長による綴事ti雪畿はA・1000pl出 (Lun町， WI. USA)を用いて街綴管の腎援を走選後波法iこでillQ'iI!

した (7入管長の指緩iこは、超音量淡伝播迷&(speed of 80制ld;SOS; m/s) と級官ま淡議案重量係委主

(broadband ultrasound attenuation; BUA; MHz)から求められたS世級時間 lndex(O.67XBUA+O.28X 

SO&420)を使用したe

ライフスタイ}["こ関するアンケート

アンケート灘五基i主、各市町村で後期している問診迭を利用し、そのうち若手議告、身長、体重量、 5主主裂の

有無、主Eま援・授章しの手著書語、 f守主量iニ景芸事撃を与える疾病の民主往霊童、 Z見詰王の牛乳・乳製品の摂取頻度、 1)、.

中学生時代(過去}の牛乳摂取の夜然、王莞tf.l立び小・中学生時代{過去)の笈英語約な運動の笑施の寂

然のデータを解析に佼悔した。

統計解析

機脅脅鏡、害事二ヰ喜子脅管f章、 E重脅脅;箆の測定を受けた省;のそれぞれについて、 10裁きぎみの~.最告別、

主主主聾の手綱iJtl!こ耕斤を行った。また、勝骨骨量の灘i定を受けた有きのうち20.歳代と30主義代においては、妊

娠中または授章L*で生理のない者色測の務に分けて解析を行った。身長、{本霊堂、 BML骨震は群iJtll二平
均織と然主幹錨援を求めた。手守震は年齢、身長、体重量との秘書与が高かったため、牛乳・乳製品の摂取及び

運動築総と脅援の関係の解析においては、共分詩文分析を淑いて年齢、身長、体重量で潟殺した平均11連を求

め、を琵在の牛乳の摂取頻度、過去の牛乳摂取の有然、事U:f.及び過去の定員耳約な懇護事実施の夜費要望1)1二狩援

を比較したeすべての統計処濯には抽.tIS詰倒防ひduct掛 dService Solu訪問 (SPSS)を後間した。

結果

身体特性

解析対象者の身長、体重室、 BMI、営援を、機f寺、第二二中手f号、 E護育の管長をìl!~)主した者のそれぞれ

について、 10.定員きざみの年齢別、金正撃の状況iJJ)にま長1-31こ示した。さ主潔の状況は、綴f守の脅E量測定翁

では、初、 30員長代ではさ主燈が)1僚級にある者と金獲T>~恨の者に分けた。 40歳代、 50.歳代マiふ生療が順

調の省、主主主要不!艇の省、限緩後の寺普iこ分けた。 60、70員長代i立金疑問経後であったる第二やそ1'-1警のf守主量

減定者では20、30.滋代はすべて生漆が綴言織にある苦言、 40、50量生代では関経の翁然刻、 60歳代は金疑問

絞f去の者であった。受理主T>織の者i主人数が少なかったため、閉経前とした。 E重符の符透視~定者では、

10高金代1;1:全壊が験線な者と不良i費な苦言iこ分けた。 20長義代と30品業代i立さ主主要が蛾言問、T>)J頭、殺し(妊娠中入

なし(授乳や〉の4務l二分けた。 40、50員長代は11援鋭、王手11夜、閉経後の3群にわけた。 60、旬、 80歳代は

すべて関経後であった。

機骨測定者では、主主理主の状況による身長、体重量、 BMIの鎮i二主告はないが、王手騒音があがるほど、身長
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表 1 対象者告の身体特性{接骨}

身長(cm) 体重(kg) 臼MI(kg/mろ 日制吉弘10m')

20議fC J順銭 144 158.1 ::t 5.0 50.6土 6.9 20.2ヰ 2.4 0.682:t: 0.092 
不j頓 25 158.1 :t: 4.9 51.3土 8.0 20.5土 2.5 0β57土日.090

絞殺代 i察言語 517 157.4 ::t 4.9 52.2 ::t 6.6 21.1 ::t 2.5 0.669:t: 0.074 
ヰ主義重 3草1 156.2 :t: 6.告 53.7土 8.6 22.1士 3.9 0.677:t: 0.080 

特産業代 i議議 817 155.4設 4.9 52.7土 日吉 21.8 ::!:: 2.6 0.646:t: 0.070 
不j痕 71 155.2 ごと 4.4 52.7土 7.1 21.9 ::t 2.6 0.649土 0.096

際経後 181 155.4 ごと 5.0 52.6土 7.2 21.8土 2.8 0.626:t: 0.088 

5日銀代順調 153 154.2公 4.7 53.1土 7.4 22.3 ニと 主宰 0.633土 0.086

不l彊 54 155.3法 4.9 53.8土 7.0 22.3 ::t 2.7 O.喜1吉本 0.055

閉経後 1255 153.6::t 4.8 52.5土 6.8 22.3 + 2.7 0.572会 0.085

60歳代閉経後 1048 151.4会 5.白 52.1土 7刷皐 22.7 ::!:: 3.3 0.490:t: 0.078 

7日歳代閉経後 262 148.9 ::t 5.2 50.2 ::t 7.9 22.6 + 3.2 0.447:t: 0.Q75 
Mean 会 SD

華経2 対象者の身体特性{第二中手勢)

身長(cm) 体E重(kg) 際紛J(kg/m') E白S/D(mmAI)
20主義代 327 157.8 ニヒ 5β 51.3太宰号 20.6 ::t 3.3 2.72土 0.22

3白歳代 12蕗5 157.2 ニ主 5.0 52.5 ::t 7.6 21.2 ::t 3.0 2.75土 0.22

40歳代関経書官 978 156.4 ::t 5.1 53.0 ::t 7幸 21.7念在1 2.76 :t: 0.25 
閉経後 135 155.2 :t: 4.5 51.8 :と 7.4 21.5ニとま皐 2.62土なお

50歳代閉経前 269 154.1土 4.8 52.7 ::t 6.7 2え2ニ!::2.喜 2.68土 0.27
閉経後 1229 153.8土 5.1 52.3 ごと 7.5 22.1土 3.0 2.45土 0.29

60歳代 1114 152.6土 5.1 52.1会 7.3 22.4 ::t 3.0 2.25 ::t 0.27 
Mean::t SD 

表3 対象者の身体特性(緩惨)

身長(cm) 体議(kg) BMI(kg/m') Stl仔n骨ss

10歳代線言語 122 157.8土 21.8 54.3 :t: 9.8 21.8土 3.7 90.3士 12.7 
不義藁 25 15呈5土 5会3 52.3 ::t 息1 20.5土 2.7 89.9士 17.晶

2日重量代麟翻 1240 158.0土 6.0 51.7 ::t 7管5 20.7 ::t 3.3 88.0士 12.4 
不s襲 195 157.2土 5.5 50.9 ::t 工事 全容器全 2.9 87.7 ごと 12.6 
なし(j禁事しゅ} 26 157.4土 5.3 51.0 :t: 8.6 20.5玄 2.8 呂4幸二ヒ 13.3 
なし(奴綴ゆ} 28 158.5土 5.3 52.0 ::t 5.5 20.7土 1き 83事会 10.0 

30歳代 l脱繍 3166 157.0 ::t 5.2 52.3 ::t 7.4 21.2 ::t 2.8 85.6 :t: 12.0 
不服 361 157.2士 5.5 53.5 :t: 話。 21.7士 3.0 85.2 ::t 11.幸
なし〈級際事担霊L中) 52 157.9土 5合目 50.9 :t: 7.8 20.3土 2.5 83.3 ニ主 10.3 
なし〈 中〉 31 157.4 ::t 4.9 55.0汝 8.5 22.1 ごと 2.9 83.6 :t: 11.1 

40皇室代 I1底翻 2087 155.1土 4.9 53.9 ::t 7.2 22.4土 2.8 82.4 ::t 11.4 

不員島幸義議霊室長
371 153.9士 5.0 日3.9:t: 7.4 22.8士 3.0 80.1 :t: 11.1 
348 154.5土 5.0 53.2会 6.9 22.3土 2.6 79.0 ::t 12.0 

50幾i-tI緩綴 307 153.6士 4.6 53.9 ::t 7.0 22.8 ::t 2.7 80.2 :t: 10.6 
ヰ主義翼 230 153.3土 5.0 54.7 ::t 7.8 23.3土 3.2 78.9会 10.8 
豊島豪華重量 5758 153.2士 4.号 53.3会 7.2 22.7 ::t 2.8 72.1 :t: 10.5 

60歳代 臨時豪華後 4190 150.8土 5.1 52.7会 7.7 23.2土 3.1 65.4 :t: 日2

70講義代 劇毒還後 873 147.7土 5.5 4悲惨7=と 7.6 22.7土 3.3 59.7 ごと 8.詰

80歳代臨時総後 94 145.7 :t: 5.6 48.巷エヒ 8.0 22.8 ::t 3.4 54.4 :t: 10.1 
Meanニ!::5D 
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は低くなり、 BMH立大きくなった。第三仁和子骨ìJIIJ定者I:;~重脅i測定考でも附織の傾向がみられた0

4警鐘

主義す争後室は年齢があがるほど、意まくなったo ~H壌の状況別に比べると、 20.綴代と 30草案代てをは生理の

状態による符還のさをはみられなかった。 40員長代では関豪華後で生壊が綴潟な者iこ比べ脅塁が有主主iニ低か

った。 50歳代では閉経後の畿で.1:理が!隊員緩、不瀬のいずれよりも有主主iこ怜滋は低かった。

第二中手骨符3設も空手毒告があがるほど小さくなった。 M豪華(J)前後で、比べると、 40歳代、泌総代とも閉

経露骨Iこ比べ、言霊祭後c:骨量iま有宝章iこ小さくなった。
路管す警幾も年齢がおくなるに従って、小きくなった。受理の状態別lニ比べると、どの年代でもさ主獲

が激務な者が織も骨量が言語く、生環不綴の今宮、閉経後のP援に脅景は小さくなる傾向にあったe 特に40

幾ftでは生理の状況により骨盤は夜主主に異なり、 50議f-tでは閉経後で生意裂が!験潟、不滅iこ比べ有意に

低かった争また、 20、 30議長代では授乳小、妊娠中で1:~里がないおも1:~里がある苦ぎに比べ骨盤i主義まい傾

向にあった。

務をの牛乳・事L事長選告の摂取額躍をと号室の関係

Z見:tEの牛乳及び乳製品の摂取委譲僚を fなしjから f週lこ1-2闘」と f週iご3震以上jの2務iこ分

けて脅畿を比較した{還を4-6)。

務骨骨盤でi立、 30員長代の全線JJ模認で乳製品の摂取委譲渡の筒い者、総長義代の生理11毅議選と70歳代の陸自然

f査で牛乳の摂取委話機の高い容で著書‘窓に骨量がおかった。しかし、 70歳代の悶最悪後では乳製品の摂取綴

度の言語い苦言で有意に伶畿は低かった。

第二ゆ々 H号符震では、 30歳代の金主璽綴繍1:;50歳代(J)務自豪華前ではや乳の炭取頻度のおい容で、 40総代

隠括経前では李i波長るの摂取要義援の議議い者で管3誌は有意に再認かった。しかし、 20歳代の主主劇順調では牛乳

摂取委員療の高い者で翁殺に脅f誌は俄かったの

鍾脅す守主設では、 30)I義代の生理11民議、総裁代の関緩急豪、 60歳代の隊後後では牛乳、乳製品の附殺とも

波紋頻度の災い者で有意iこ手守支設は高かった。また、 70議長代閉経後では紙製品の採取委譲皮が高い有者で務

慈lこ滑還は高かった。遂に、 20.総代なし{授乳や)では乳製芸誌の摂取頻度の溺い者で脅長設は有意に低

かったg

過去の牛乳綴葉支の有量産と録霊の腐係

過去の牛乳摂取の有無により 2群に分けて受棄を比較した{表4~ 6)。

争議後脅遣では、 40総1-tの生球)1関詰閣と総量主ftでは過去に牛乳然E釈がある苦言で術賞まに骨量はおかった。

第二小手骨骨量では、 40歳代の見守主張紛で過去のやれ摂取のあるおで有意に脅3誌が溺かった。

騒骨骨畿では、過去のやれ摂取の有罪較による骨量の淡いlこ夜意なき監はみられなかった。

E隠畿の定期的な議室勤の実施と働畿の関係

現ままのまさ期約な護霊童数の実施の有終iこより2群iこ分けて、骨量を上七絞した(議7-的。

機管寺号室誌と定期的な選霊童書(J)実施との関係i立、泌総代の生理不議選、 40歳代の全線綴調では波数をさ実施

している者で符滋iニ骨釜i立高等かった。

…188 



表4 牛車L.乳製品摂取と機骨の骨密度

牛乳主義取 乳製品撲取 組去の牛乳名義l!ll
n M..n :!: S正 n 総eanニ!:SE n M国 n:!: SE 

泌総代 E属部l なし-1-21i!l/w 230.664土立010 なし-1-2飽Iw 38 0.667 :!: 0.008 なし 10 0.667 :!: 0.014 
缶百四I[到吋害事総 109 0.664 :!: OJ∞5 3-6痘11i!l-録剣 620.660 並立 0.006

あなしり
1040.661 :!: 0.004 

不J嘆 なし~ト21i!l/w 40.627会 0.026 なし-1-2悶Iw 90.638念 0.016 30.660士号033
3-6s喜I[琵~毎回 20な646:!: 0.011 シ8悶/図~事事箆 130.653 :とな013 あり 200.641ま 0.011

30歳代 E議il1毒 なし~ト2悶/w 700.654士 0.00軽 なし~ト2fi宝/.. 134 0.651土乱.004 なし 430.6総合 0.008
3-61i!l/1i!l-毎呂 41皐乱663:!: 0.002 3-6fi書/滋~毎日 2400.668土 0.003本脚 a あり 3700.665土 0.003

不順 なし-1サllll/w 11 0.671 :!: 0.013 なし-1-2閥/w 170白書75:!: 0.010 なし 1 0.660 
ト6[罰/1濁~録EI 250.660ゑ 0.008 3-61i!l/[罰~録8 冷静.653土札009 あり 250.658土 Q詩的

40縫代 i康言語 なL-1-2滋Iw 86 0.632 :!: 0.006 なし-1-2fi霊Iw 1650.635会 0.004 なし 2040、634土 0.004
3-6fi苦11霊~毎8 717 0.642 :!: 0.002 * ト6図I@l-祭儀 356 0.642 ..... 0.003 あり 5960.644土 0.002* 

ネi斑 なし-1-2回/w ぬ 0.641:!: 0.013 なし~ト2llll/w 42 0.638士 0.008 なし 340.643土 0.009
3-6繍/回~毎王室 500.634土色G告書 3-事童書11忍~毎日 27 O.吾33土 0.010 あり 35 0.630 :l:: 0.009 

お
関絞後 なし-1-2@l/w 230.625土 0.013 なし~ト2図/w 41 0.627士 0.Ql0 なし 66 0.622士 0.008

3-6図/[滋~毎8 151 0.614主立自由5 3-6劉/1到何事事隠 76 0.612 :!: 0.007 あり 107 0.611士号.告告S

50議代 綴言語 なし~ト2llll/w 22 0.625 :!: 0.012 なし-1鴫2fi語Iw 230.614念立011 なし 55 0.625 :!: 0.007 

トS密/1ヨ~告審問 127 0.625ホ O.∞5 3-6伺/1謹~若草8 72 0.633 :!: 0.006 あり 告20.624 :l:: 0.006 

::r:JI買 なし町1-2回/w 140.622 :l:: 0.012 なし-1-2@l/w 300.615土 0.008 なし 390.6告書公 0.007

シ訪問I[司~器包 390.609土弘容07 3-sfi華/@l-毎日 21 0.612土 0.010 あり 14 0.626 :!: 0.012 

開総後 なし叩1-2感/w 1400.55書士号。o日 なし~ト2困/w 1事5羽560:!: 0.005 なし 5吉10.565 :!: 0.0告3

ト61滋/1議~毎日 10760.568土 G町002 3-自問11潟~縛ヨ 5草10.569土立吾容3 あり 619 0.569 :!: 0.003 

60荷量代 雲母豪華後 なし~トま劉/w 84 0.481念 0.008 なし~ト2緩んw 124 0.488念立006 なし 6140.484土 0.003

3-6密I@l-革審問 9430.490公 0.002 ト8包I[蛮何事基隠 468 0.487 :l:: 0.003 あり 407 0.497土 0.003*榊

70歳代 関経後 なし-1-2悶Iw 190.416 :l:: 0.016 なし~トZ酒Iw 260.480企 0.014 なし 1730.448土 0.005

3-日闘11亙~苦手8 237 0.448 :l::な∞5本 3-6釘1I罰~毎悶 1370.445土 0.008本 あり 84 0.442 :!:註008

匂2まijB帯く君型事車0.1項平，榊均目p土:〈年0標.童0準書5、F鍛身榊造長P襲0(、Z.体9G1叢S/O. 期間Aj)



牛宇L・乳製品摂取と第二中手骨の骨密度表5

過去の牛乳摂取

n Mean土 SE

19 2.67土 0.05
87 2.71土 0.02

なし
あり

乳製品摂取

一「可函瓦云
有デヲ7す主
108 2.71土

なし-1-2回Iw

3・6回l回~毎日

.合=
4
n
4
 

E
-
D
O
 

s
-
0
0
 

一+一一+一

一n
H
-
E
u
n
u

一au-ヲ
'
o
o

取
-
h山
一

z
z

摂一

h
一

H
u
-
-
D
1
 

4
1
-
L
O
Q
u
 

i
f
f
-

なし-1-2固Iw
3・6固/固~毎日

顧爾20歳夜

0.03 
0.01 

2.73土
2.71士
70 
263 

なし

あり
0.01 
0.01 

2.74土
2.75 + 

509 
405 

なし-1-2回Iw

3-6回l固~毎日
••• 0.01 

0.01 
2.72土
2.76 + 

321 
805 

なし-1-2回Iw

3-6回l回~毎日

順調30歳代

合..
2目65土 0.04
2目76士 0.02
2.70 + 0.04 
2.65士'0.07

2.62 + '0.06 
2.73土 0.05
2.45 +. 0.03 
2.46 + 0.03 

38 
133 
8 
16 

し
り
し
り

な
あ
な
あ

ヨー0.02 
0.02 
0.05 
0.05 

2.71 + 
2.77 + 
2.63土
2.69 + 

199 
96 
22 
20 

なし-1-2回Iw

3-6固/固~毎日

なし-1・2固Iw

3-6回/回~毎日

0.02 
0.01 
0.06 
0.03 

2.75 + 
2.76 + 
2.61土
2.62 + 

137 
544 
22 
89 

なし-1-2回Iw

3・6回l回~毎日
なし-1-2固Iw

3-6回l回~毎日

閉経前

閉経後

40歳代

n
U
守

'
n
u
n
ヨ

n，
』
円

d
n
u
E
U

し
り
し
り

な
あ
な
あ

0.03 
0.04 
0.02 
0.02 

2.67土
2.66 + 
2.45 + 
2.48土

ヲ
'
n
d
イ

l
ヲ
'

z
u
n
d
n
ヨ
n
u

1

1

 

なし-1-2回Iw

3-6回/固~毎日

なし-1-2固Iw

3-6回l回~毎日

ヨーヨー0.04 
0.02 
0.02 
0.01 

2.64 + 
2.73 + 
2.44 + 
2.46土

41 
115 
129 
727 

なし-1・2回Iw

3-6回/回~毎日

なし-1・2回Iw
3-6回/回~毎日

閉経前

閉経後

50歳代
1
5
0
 

2.19土
2.19 + 

なし

あり
2.19土
2.20 + 

2.21 + 
2.24 + 

閉経後60歳代 0.03 
0.06 

53 
16 

0.03 
0.03 

98 
64 

なし-1-2回Iw
3-6回l回~毎日

0.03 
0.01 

74 
558 

なし-1-2固Iw
3・6回l回~毎日

.p<0.1，*合p<0.05，*..p<0.01
調整項目:年齢、身長、体重

調整平均±標準誤差(~GS/D， mmAI) 



牛乳・乳製品熊取と溢勢の符密度表6

牛乳摂取 乳製品銭微 量霊去の牛乳終lf~
n Mean 念詰正 n Mean:l: SE n Mean土$在

10綴 tt 服務 なし~ト2U歪/w 29 89.1土 2.4 なし-1-2医/w 訂 88.7地 5.1 なし
3-8草書/滋~毎日 判事1.7土 2.0 3-6閲/1蔚~毎王室 17 85.4:!:: 3.6 あり
なし~ト2図/w 8 84.0:!:: 5.7 なし-1-2磁/w 6 85.7玄 4.4 なし
3-6国11翻~絡S 1488.9土 4.1 3-8U霊/1蕊~毎日 1 66.5土 13.4 あり

263 87ι 忠 告.8 なし-1-2倒/w 374 88.3:!:: 0.6 なし
491 87.8申告.5 3-6(lj]/[回押事事組 252 86.8土乱皐 あり
82 86.0本 1.4 なし-1-2倒/w 100 86.2:!:: 1.2 なし
事告 書8.3土 1.3 3-6固/沼~害事総 43 883:!:: 1.8 あり
7 83.4土 4.5 なし山1-2窓/w 15 88.2:!:: 3.1 なし
1申告5.1土 Z詰 3-6(lj]/1翠~毎日 10 79.2士 3.8，. あり
5 89.0土 4.7 なし-1-2淘/w 10 草7.9土 3.4 なし
20 82富士 2.3 3-6産自/[滋~毎日 13 80.8:!:: 3.0 あり

なし-1-2倒/w 1031 84.5士 0.4 なし
3-6回/[認~鯵l3 648 86.2玄 0.4キ榊 あり
なし-1-2言語Iw 172 84.8士 自9 なし
3-6鰐/沼~毎紛 100 84β 本 1.2 あり
なし~ト2自/w 23 82.1士 2.1 なし
3-6U器/1司~毎お 24 84.3土 2.1 あり
なし-1-2図/w 14 84‘6士急百 なし
3-6閏/1鉛~事事l3 13 81.1主 3.0 あり

なし-1-2話器/w 805 82.0土 0.4 なし
ト6U霊/[雪叩縁関 660 畠3.0:!:: 0.4 あり
なし......1-2図ノw 161 昌0.6:!:: 0.9 なし
か6翻/回~絡釘 79 81.3士 1.3 あり
なし-1-2国/w 98 79.6:!:: 1.2 なし
ト6悶/(lj]-毎S 112 7且1土 1.2 ~ちり

なし-1-2麹/w 94 昌弘1主 1.0 なし
3-6(lj]/[怒~鎌田 93 78β 土 1.0 あり
なし-1-2翻/w 幸喜 78.3土 1.0 なし
3-6酒/[到~事事総 53 80.7:!:: 1.4 あり
なし-1-2鴎/w 1238 71.4:!:: 0.3 なし
ト6図/(lj]-害事釘 1445 72.4:!:: 0.3紳 あり

なし-1-2銅/w 1389 6丘白土 0.2 なし
3-6草書/[滋~毎日 1318 65.5土 0.2 .. あり

なし-1ω2鴎/w 2事告 58.7:!: 0.5 なし
3-6回/[到~篠お 319 自0β 士 0.5権，.，. あり

なし-1-2U葺/w 40 54.4土 1.5 なし
3-6殴/(lj]-毎刻 31 56.3:!:: 1.7 あり

7。自

2.5 
0.8 
4.9 
1.6 

1.5 

?
'
q
u
A価y
d
u
τ
β
旬

。
，
色
唱
し

n
u
q
A
V
'
a
h

忠告

自0.5おと
87.2土
87.6 :!:: 
85.1土

79.0土

82.7 :!:: 

84.1土
84.7 :!:: 
告0.3士
総 3土
73.1 
83.0土
72.9 
84.1 :!:: 

84.3土

器0.7

10 

71 
648 
12 
71 
1 

13 
1 
13 

時

3 

25 
234 
6 
51 

事

0.5 
0.3卒，.
1.2 
告詰

乱1
1.6 
4恥日
2.2 

皐3.8:!:: 
85.2 :!:: 
85.1土
84.9 :!:: 
82.5土
83.1土
81.5土
84.3土

552 
14幸喜
容4
242 
7 
44 
6 
24 

なし-1-2話器/w
3-6回/[醤~害事設
なし~ト21EJ/w
3-6(lj]/鐙~毎日

なし〈指定事L中〉なし-1-2回/w
3-6随/[湖~毎B

なし〈続線命〉なし-1-2日書/w
3-6問/[箆~益事釘

なし~ト2(lj]ノW
3-8(lj]/富山徳間
なし~トZ固/w
3-8隠/[副司毎隠

なし〈綴事L<Plなし-1-2恩/w
3-白鴎/[縫~毎ヨ

なし〈主主義華中)なし山ト2fi霊/w
3-8U書/街~俗図

4"11議

j続三罵

不燃

ヰミi演

11臨調20歳代

30議代

i
H
m
w
H
 2.4 

Q
M
K
M
n
u
伶
4
S
A
T

内
羽

白

U
n
u
内
ぷ

'a
勾

4
噂

a

83.2 jヒ
81.7 :!:: 
82.0土
81.0土
80.3土
77.4土

159 
451 
30 
自5
32 
52 

気
ι
》

角

。

内

υ''nd
《
羽

G
5
1
臥

L
札

82.1 :!:: 
82.2本
78.8土
80.6 :!:: 
78.4土
78.9土

553 
1103 
112 
253 
80 
185 

なし-1-2悶/w
3-6組/回~鋳E還
なし~ト21W/w
3-6翻/1忍~毎尽
なし-1-2[eJ/w
3-6言語/滋~毎日

E康調

制限

40歳代

7
7
S
5
4
5
 

E

-

・

1
1
1
1
0
0
 

器2.1土
78.6 :!:: 
79.0:!:: 
81.0本
71.2 :!:: 
72.2土

3告
38 
31 
46 
493 
434 

1.2 
0.8 
1.3 
0.8 
0.4 
0.2権察傘

79.4士
80.1土
78.4 :!:: 
79.1 ゴヒ
70.5 :!:: 
71.8土

70 
159 
68 
157 
764 
2336 

0.3 
0.5 

制自土

65.6 :!:: 
72告
320 

立3
0.2 権利ド地

64.4土
65.5文

662 
2317 

なし~ト2閲/w
3-6函/(lj]-告毒殺
なし-1-2fi霊/w
ト6領11褒~害事問
なし~ト2濁/w
3-6fi請11窃~毎日

なし~い2悶/w
3ー自国/1湖町害事8

なし-1-20霊/w
3-6(lj]/1豆町線悶

担括経主義

溺認

不自槙

50歳代

医持絞後

期経後60毒患j-¥，;

0.6 
1.1 

59.5 ごと
自0.6本

172 
47 

0.7 
0沼4

59.3土
器弘昌二む

156 
497 

関豪華後70歳代

1.9 
4。む

54.2 :!:: 
51.7 :!:: 

19 
S 

2.5 
1.3 

52.9 :!:: 
55.3 :!:: 

15 
59 

なし~ト2回/w
34銅/固~毎B

ホ'"くな1.*事，，<0.05，象局ドホ，，<0.01
言語慾積回;年齢、必至塁、体重
縁型豊平均土標準談霊長0:03/D，即時紛

諸問f善後60歳代



第二やそf.1警骨量では、菜室勤の3聖路のお無による骨量のti慾t.c菱重は無かった。

鐙骨骨f設c:護霊霊訪実施の関係i立、各年代で運動を災意義している殺です雪量i立言語い傾向にあり、 10歳代の

余波麟潟、 20最重fI:;の生理機議機、 40歳代の全線)1民認とさEJ型不綴、 50歳代の閉経後、総裁代閉経後では運

動の災総者で有主主iニf奪還が高かった。

滋去の定期的な運動の策絡と骨量IJ)露護保

過去の定英語的な運動の災主義の有無iこより2務i二分けて、脅量を上七章受した{表?ー針。

主義符脅還と過去授の議室畿の関係i立、 30.歳代のさ主理)11員説、 40淡代の1:緩和領、 50歳代の生理不11綴で過去

に運動を主義施していた苦言で右主撃に符援が高かった。

第二中手符骨量と過去の漆動実施の関係では、 40員長代の塁富豪華紛と50歳代の級車菜後では泌去に運動を

き寝室蓄していたな皆で得意iこす寺畿i立高かった。

滋干号予警主義と議室去の童話勧実B蓄の襲警係では、 10総代、 20歳代の余震娘務、なし{経緩や上初歳代の主主主繋

順説、総菜義代、 50歳代の綴経後、 60歳代では滋3告に主主訟をき建主義していたおで有意に符幾i立高かった。

一方、 20総代のなし{妊綴中)では議議ミ去に運動を笑絡していた著者で符重量iニ守録治t低かった。

表7 現在及び渇ヨ訟の運動習燃と務脅の骨官官JI

ミ露夜の運動議豊富 漁畿の運動蜜号室
n Meanや SE れ輔ean:t: SE 

20歳代 綴認可 主よし 1060.663土0.005 悲し 草寺 0.670:!: 0.006 
あり 27 0.669 :!: 0.00告 あり 74 0.660 :!: 0.005 

不服 なし 17 0.631土 0.011 なし 100.646 :!:邑呈15
あり 7 0.673 :!: 0.017 ，. あり 140.64岳会 0.013

30歳代 i璽譲 なし 340 O.総1土0.003 なし 247邑畠57:!: 0.003 

なあしり 148 0.663士号∞4 毒事培 2380 吾首富士 0.003喰
不頗 21 0.657士0.009 なし 180.675二t0.010 

あザ 150.673土0.011 あり 18 0.652 :!: 0.010 

相歳代 順繍 なし 471 0.638土O.住吉2 なし 551 0.640 :!:立∞z
あり 3290.646まな.003** あり 242 0.644土色003

不護費 なし 37 0.636土0.009 なし 520.631北 0.007
あり 320電車37土立009 あり 12 (主宰70土0.015'ド

餓経後 なし 117 0.611 :!: 0.006 なし 137 0.612 :!: 0∞5 
あり 5草色自24土0.008 あり 350.627 :!己 0.010

50歳代 阪ま周 なし 89 0.622 :!: 0.0告書 なし 1190.626士邑総5
あり 58 0.630 :!: 0.007 あり 30乱射喜±紅白10

本綴 なし 31 0.613 :!: 0.008 なし 37 0.606 ot 0.007 
あヲ 22 0.613土0.009 あなしり 150.631土0.011，. 

調経後 なし 691 0.5容器土且003 94畠0.567土0.002
あり 521 0.569 ot 0∞3 あり 255 0.567士0.004

喜G議代 関経後 なし 587 0.489土品∞3 怒し 8440.48富士立.002
あり 4390.489土0.003 あり 164 0.495土色006

70歳代 義務総後
なあしザ 1400 科書土 0.006 なし 211♀445 ot 0.005 

117ω科:!:0.007 あ世 42 0.446 :!: 0.011 

言く3聾れ耳襲拘爵・〈年O齢仰相発町袋制、体3霊
言語望者平均士襟準議書豊{芝GS/D.mmAl) 
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表s現在及び過去の幾勤務演と第二中乎脅の骨密度

褒主Eの2重量陸饗tJl 過去の運動習慣

n 総ean:!:S正 n Mean :!: SE 

20-絞殺 i曜著書露 なし 264 2.71土 0.01 容し 91 2.72士 0.02
あり 59 2.71ゴ!::0号$ おり 107 2.75土 0.02

30-3告書霊 i展観 立し 913 2.74念告が 主主し 346 2.74土 0.01
畠り 340 2.75ま 0.01 あり 383 2.76:!: 0.01 

40-49滋 際経古書 なし 517 2.75:!: 0.01 容し 131 2.72土 0.02 刊
あり 456 2.77ニ!:0.01 ゑ*) 59 2.80土 0.03

関経後 主し 63 2.63コ!::0.03 主主し 20 2.69土 0.04
あり 72 2.61ニ!:0.03 あり 8 2.79主 0.06

50-59燦 閉経前 なし 150 2.66念仏02 立し 42 2.68主 0.04
あり 115 2.70会 0.02 おり 15 2.74:!: 0.07 

閉経後 立し 541 2.45企 0.01 止し 144 2.44土 0.02 .，. 
あり 680 2.46:!: 0.01 あり 5歪 2.54:!:0.04 

60-69議 潤経後 ~t- 447 2.郷土 0.01 立し 80 2.22土 0.03
あり 652 2.24:!: 0.01 あり 12 2.14会 0.07

告2書蕗〈車産G演~1 /'箆・F3:〈JS年.0齢5:、H身P長〈白、01 
体重

総数字士事ごtf薫準誤差

表s渓主E}.えv:滋ヨ訟の護軍童書濁慣と蹟脅の骨密度

Z費者主の幾重量塁11費 過去の運動溜機
n 儲事an::t:S正 n 蛸ean::t S在

10主義代 長誼言嵩
なあしり

制 88.3念 1.2 なし 57 86.5士1.7
18 96.0:!c 2.8 寺第 あり 57 92.9土1.7 事訓伊

弓之』贋
なあしり

16 92.6士 4.8 なし 10 82.1士 5.2
9 85.0ゑ7.2 あり 15 95.1士 4.1 匁ド

20議代 順調 なし 659 87.0ま 0.5 なし 324 B草9%(王子
あり 174畠1.7土 0.9 ネ** あザ 5容器器9.4土 8器 初年存本

不l唄 なし 160 語7.3土1.0 なし 60 88.0会 1.6
あり 29 88.2 ごた 2.3 あザ 124 86.7 % 1.1 

なし(授乳中}なし 24 85.3ま 2.4 なし 9 斜主ニた 4告
あり 2 80.3士 8.5 あザ 17 85.3コt2.9 

なし{妊擁中)なし 26 84.4士 2.1 なし 8 95告士 3.0
あり 1 70.7土 11.6 あ￥ 18 79.7ホ 1.9 集単語辞

30歳代 被認 なし 1632 84.3:!c 0.3 なし 880 83.9;;: 0.4 

あなしり
614 87.9土 0.5 判惨事事 あり 1245 8語、o:!c 0.3 **事

不民草 283 85.0土日7 なし 133 84.0土 1.0

なし{浅草L<TJあなしり
72 85.1土1.4

あなあしりり
206 85.8:!c 0.8 

47 82.7;;: 1.5 14 80.6企3.2

なし{まま主躍中}あなしり
4 87.2土 5.3 抑制4士1.9
26 83.6土 2.1 なし 9 85.5:!c 3.6 

あり 3 79.0土 6.4 あり 19 82.7:1: 2.4 

時嘉代 議葉E露
なあしり

1307 81.4土 0.3 なし 1231 81.0:1: 0.3 
714 84.1土 0.4 享司彦容 あり 738 84.4:1: 0.4 本キ司ド

不綴
ななあししり

242 79.0土 0.7 なし 246 78.9土 0.7
121 82.3土1.0 家事本

Sなあ5しりり
114 82.0:1: 1.日 ホヨ解

担問綬後 214 78.3:!c 0.8 216 77.6 土 0.8
あり 121 80.1土 1.0 101 80.9設1.1 事当事

50議代 j領主題 なし 180 79.5土 0.7 なし 177 79.5土民7
あり 109 80.3 % 1.0 あり 81 畠1.5土1.1

不服 なし 145 78.9玄 0.9 なし 151 78.7 ごた 0.9 

あなあしりり
80 79.2 % 1.2 

あなし哲
63 79.8ま1.4

閉経後 2264 71.2 % 0.2 2633 71.4土 0.2
1417 72.7:1: 0.3 キネ事 あり 建畠7 72.5土 0.3 本傘司ド

60議代 閉経後 なし 1852 64.5土 0.2 なし 2352 64.8之註2
あり 1273 66.自士 0.2 市喝事 あ当 860 65.9土 0.4 卒事事

70議代 開綾後 なし 425 59.4:!c 0.4 
なあし叫

501 5事自土註4
あり 241 60.4:1: 0.5 150 6色3土註7

80歳代 関豪華後
なあしり

47 55.3士 1.4
なあしり

58 54.7土1.2
33 53.2:!c 1.7 15 57.4:1: 2.4 

*言蓮p祭〈華8豊渓Z1Fタ均援*。=母主〈ま0事主襲歯8主言5事、.*談身業本後袋p〈(、9E字A本51まS霊/ 
言語 D. mmAl) 
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考察

今問、研究の対象としたDXA法による機骨骨量、 CXD~去による第二やそF骨骨量、 QUS~去による鐙骨

骨量i手、後著書が比較的小裂でま営側である、総主主雲寺間が緩い、 QUS法はX車議事菱総が主主いという理霊感のた

めに、地域における号事霊童露軍主総務において多く利用されている測定法である c しかしながら長野手宅約に

は、務疫が高く、す警銃の多発部位である腰椎や火E譲宅手重裏部が多く絞りとげられており、今回用いた争議

骨、 2高二 'P手脅、 E重符のす守支設とライフスタイルの関係については、あまり研究されていな~\:; -方で、

今翻取り上げた3測定法はそれぞれ測定僚主壁が災なり、援す守主義佼1/3部と簿二中手骨は皮質を季語3多い

議事絞、 Z震骨は代議t級車去の速い海線す誉会主有意な音siをであるという縫いがあり、それぞれの脅糞とうイフ

スタイルの関係が然なる可能性がある。

年書長、愛媛の状態とす号3設の関係をみるといずれの部fなでもき5鈴とともに符畿は減少し、また、生理

不燃や閉経lこより符震が低くなった。匁B量誌による後移は宮本符代謝学会主t示している骨主義の子義務(8)や

主主与が以前検討しまと後室長な日本人における骨量のお能移(1)と a妻女するものであった翁また、生底本11僚

や関車業による骨量の低下もすでに綴検t!'検討されている傾向と民じであり、測定原聖護、測定書事伎によ

る違いは~られなかった。芸選管でみると、主主主張や授乳によるそ駐澱の停止憾においても骨畿は縫い傾向

がみられた。妓主義・授乳中，あるいはその夜後の符代議の変動については、すマiこ幸臣会 (9-11)が

されているが、本研究の結果はそれらと一致するものであった。

現在の今季l.乳製品綴取綴皇室と骨量の燃室長;立、牛乳摂般のお主義代順調の第二令子管どなし{綬乳'1の

の緩脅、乳製品奴取の70歳代目同級後の主義脅を除けば、手ぎ支撃さをが認められたところではいずれも牛乳や

乳製品の摂取頻療の言語い者で管主義が蕊かった。;有支霊祭主t認められたのは、 30.歳代i綾読書の各部{立、 40.縫

代閉最遺書官の主義脅、第二やそ1'-1号、 50.高義代閉経書官で第二小f.'1号、僚経3査でE議f号、 60歳代閣議裂後の遜号、 70

歳代務長室f去で機符と渡管てきあった。 3ωc露蕊主{代tの毛務子主年Fで土比じ車絞変喜約9:ゑ妓z漆警の状態の宝愛皆安笈芝していると毒考警えられる対
喜象量守で:'1は孟ふ、 各部絞Jと=もz守F

iはi品4ω0員総抵代や5ω9達緩菱f代主の閲経自前官までZ牛;宇ニ李乳Lや手乳L製品荻E絞渓の究効書5察軽がみられているが、僚主義f去の言語飴期にあって

は代謝飯事ぷの比較的迷いE選管での効果が大きく見られた 3 カルシウム校時立の影響;立、年代や骨の談役

iこより多少、授があることが鍛測される。一方で、本重苦労では一部の対象で牛乳・乳製~絞殺要員度の

言語い容で骨量が緩いという結身さになった。そのうち、 20歳代なし〈授乳中)の隊f警においては、長芝乳

中の容が少なく、今の段再考で号号華喜な絞首識を著書くのは縦しい。 20菜室1~J綴紛の第二やそ1'-1寺、 70歳代関経後

の境管で、牛乳・乳製品の段取頒度が務いおで骨量が低くなった原閣は不燃である。しかし、本研究

では、以下に泌す綬界があり、また凝時点はま俗語事紛できていない務分があるので、さらに検討を加

えることで、年代や約f立による撃がHJl縫lこなると考える。すなおち、牛乳・乳製主義i主力Jレシウムを多

く含み、祭事査にカルシウム争議給ができる食おであるが、年代iこよりカルシウム給言葉となる食品の摂取

パターンによ患いがある之とがで予測され、牛乳や乳製品の絞詩文綴度のみからを守への影響を検討?るには

綴若手がある。少なくとも牛乳と乳事選換を別倒にき長話すするのではなく、両者を組み合わせた綴皮による

~194… 



検討も必草野ど考える。また、牛乳や乳製品の然減lこ予誌をつけている対象でi立、身体?議室設など偽のライ

ブスタイルにも気をつけている可能性があり、問者金組み合わせた検討も必獲である e また、き~t立に

よる遣をについては、本研究は同一対象について黙なった部位を測定したものではないとと、 i滋主主法iこ

よります象者数が奨なり統計約パワーに漆いがあるという限界がある。

ゑ絞め状況の変化は骨量iこ大きく童話襲撃し、まま緩や綬乳による生現が止まった{去の閥復刻や閉経後の

変化の激しい磨寺鶏iこはカルシウム後詩文緩め淡いによる管への影響が見えにくい可能性がある。本研究

においては、生王璽不織や妊娠.t受ぎしゃ、総長義代読〉奴豪華後、 5号歳代の関経議事i主人数が少なく、牛乳や乳

製品誌の摂取緩度lこより書草分けした柔弱者訟に統計的に検討するには人数が不認し十分な者金総は難しい。と

れまでの閉経前の若年成人女伎におけるカルシウム摂取と管室との襲警遂の紛然では、言寄苦言の有効な関

i壌を緩めた報告 (12，13) や関i患を認めなかった報告(14 ，15)があり貴重~の…淡を 5まない。 r努毒~1:査では

Lewisら(16)は、間綬臨まjまでは符の倣符化が増しており、カJレシウム添加の効采が緩やかであると述

べている。註osltingら(17)も露関豪華紛紛においてカルシウム摂取擦の機加が必ずしも予防的には働か

ないととを報告している。これらのカルシウム摂取の検討については年代や評価の対象としている管

の代議図転速度などを考嫁して倹約する必要があると考えられる。、本研究は断面研究である

ので高齢者で牛乳や乳製品の綴絞綴緩め多い者は若年期から後郊にわたって牛乳や乳製品の摂取頻II

が多く、長期にわたるiおいカルシウム摂取が高齢英語の管蚤iこ彫饗しているま奇書意燃もある a

過去の牛乳摂取の盟主事警は、 Z題名Eの牛乳摂取の影響i二兆べると務総ではなかった。質問をしている過

去の時期が小・中学主主時代マあり、本研究の対象者ではその時英語からかなり王手数がたっているため、

その他のライフスタイルの影響事が火書くでていると考えられる。

現在の定期的な漆織のさ制誌の彩響は、機骨や第二中そ1'-1守に比べ、 E遺骨で顕著であった。本研究では

喜重EIJjIJの検討を行っていないが、多くの運動種目は脚への荷揚ま妥当初があるが、手への負荷{主主u勤綴院
によってかなり援があるためと考えられる。閉経総務長手成人女性のす守震に対して， weight-bearing 

exerdseの劾擦やスポーツ以外の身体活動については多くの線全長(18-21)されており、との年代モ

荷重負荷の膨警撃の火奮い下半身の務伎では逐裁の交主主義はほぼ紛らかなものといえよう。関綴前後での

運動の効果については、際豪華前後のどちらでも効果がみられているとするレビュー伐のがある一方

で、高い強度の灘損金ヤ閲来事，官官でのみ骨密度の耳草加がみられたとする研究 (23)や見守豪華後英語において、

日常の活動議を多くするあるいは連動の実施により、語道いf警告を躍をが維持できる (24，25)という長寿突

がある。しかし本研究においては、運動穏目をほ分しなくても総脅においては閉経様、関豪華fまでも支童

数を爽童話することです号援を高く維持できるととが之氏された。

五重去の主主主務言91.主主義護与の3軽減の影響では、 Z量殺だけでなく綴ニホミF骨や境骨においても溺公に滋遺書を

実施していた畿です号3設が喜善かった。過去の霊室効実施の効S裂は傍部位、年代、生嘆の状態によるき設があ

まりなく、どの滋鋭、王子代、生理の状態においても慾数災古量殺において脅量が衡かった。このことは

成長期における支童数の笑絡が生涯を通じて言語い管畿の綴絡に災害支しているか、あるいは成長期iこ滋動

在実施している対委員は、波動的なライブスタイ)1.-が義?についており長鶏にわたって活動畿の多いさ主主君を
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おくっており、そのために符塁が泌〈維持できると考えられる。

本研究!;!:，全悶祭主主の市町村からデータを収主義しており、断面的な研究という限界はみるものの、

隊本人におけるライフスタイルと骨量の関係を代議長約iこ示しているデータベースを室主婦しているとい

える。その紛媛、牛乳・乳製品の摂取頻度の影響は、 30歳代での符の各線{京、 40歳代閉経喜立の主義f寺、

第二ドドチ骨、 50議ft関経前の第二やそF骨、 50歳代関経後以降の援す琴?顕著で、あった。牛乳・乳製{j/，摂

取の効晃さは生理の状態の安主主した30歳代や僚経訪における機管、第二中そ1'-1号、話員総後では代議t歯車三の

売さい鍾骨で際事までるると縫測された。しかし、カルシウム給源となる食品の摂取綴!.itの組み合わせや

身体?活動量との総み会わせにより、さらに主主討を加える必要警がみるど考えられた。漆鋭!の影響i立、経

管で宅建符や第二令子脅iこ比べて顕著でおり、重量動~1i雇者で脅援が話芸い{淡海にあった。牛乳・乳製品の

主義淑や運動の影響は年代やさ主理撃の状態、測定している脅により然なると考えられたらこれらの結果法、

骨級事重症健託金千去の生活綴毒薬において有益なものと考えられる。
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